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令和７年度第３回常任理事会の開催について

令和８年３月２３日、法務省第１会議室において開催され、議題として、翌日行われる理事

会の主な議案についての意見交換が行われました。

令和７年度第３回理事会（定時）の開催について

令和８年３月２４日、法務省第１会議室において開催されました。主な議案は次のとおりで

す。

　議案１　人事の件

―　令和８年４月１日付で予定されている国職員の異動に伴う評議員の交替人事等
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について、原案どおり決議され、評議員会に諮ることとされた。

　議案２　令和８年度事業計画及び収支予算案の件

―　新年度の事業計画とこれに必要な収支予算案（正味財産増減予算書）について、

原案どおり承認された。

　議案３　令和８年度全国篤志面接委員大会の件

―　来年度の同大会の研修の部においては、個別面接指導を取り上げ、基調講演並

びに事例発表及び意見交換を実施する案が示され、原案どおり決議された。

　議案４　「当面取り組むべき課題等に関する提案書（案）」の件

―　提案書（案）に対する各矯正管区管内篤志面接委員協議会の検討結果を踏まえ

た対応案について説明があり、審議の結果、原案どおり決議された（なお、決議

された内容は、本年 4 月 1 日付「当面取り組むべき課題等について（ご依頼）」を

もって各管区協議会長宛に依頼された）。

　議案５　「篤志面接活動企画検討会（仮称）」の件

―　標記検討会の名称、創設の趣旨及び要綱案に関する説明があり、創設について

は原案どおり決議されたが、要綱案につき修正案が提出され決議された。

　議案６　国内交流研修の件

―　来年度においては大阪府及び和歌山県で実施したいとの説明があり、原案どお

り決議された。

　議案７　令和８年度第１回理事会（定時）及び評議員会（定時）開催の件

―　標記理事会を５月に、評議員会を６月にそれぞれ開催することについて、原案

どおり決議された。

令和７年度第２回評議員会（臨時）の開催について

令和８年３月２４日、法務省第１会議室において開催されました。主な議案は次のとおりで

す。

　議案　　人事の件

―　令和８年４月１日付で予定されている国職員の異動に伴う評議員の交替人事に

ついて、原案どおり決議された。

　報告事項　　理事会において決議された議案（前記議案２から議案５）等について報告がな

　　　　　　された。　
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令和８年度第１回常任理事会の開催について

令和８年５月２０日、矯正会館第１会議室において開催され、議題として、翌日開催される

理事会の主な議案について意見交換が行われました。

令和８年度第１回理事会（定時）の開催について

令和８年５月２１日、矯正会館第１会議室において開催されました。主な議案は次のとおり

です。

　議案１　人事の件

―　令和８年６月に任期満了となる現理事・監事について、３名の理事の退任とそ

の後任３名の推薦並びにそれ以外の理事・監事の重任承諾の意向について説明が

なされた。

　　　審議の結果、原案どおり決議され、来る６月１０日開催の評議員会に付議する

こととした。

　議案２　令和７年度事業報告及び収支決算の件

―　監事による監査結果報告も受け、原案どおり承認され、来る６月１０日の評議

員会に付議することとした。

　議案３　令和８年度公益財団法人ＪＫＡの補助金の受入れの件

―　公益財団法人ＪＫＡから１，２１３万４千円を限度額とする補助金交付決定通

知があったこと、及びこれを基に当連盟の資金も加え、本年度も全国篤志面接委

員大会等を実施したい旨の説明がなされた。

　　　審議の結果、同補助金の受入れについて、原案どおり決議された。

　　　あわせて、ＪＫＡの補助事業審査・評価委員会から、印刷費の削減を工夫する

余地があるのではないかとの意見が示されたことが報告され、来年度以降、地方

研修会も含めて対応を検討することの提案がなされ、出席理事全員一致をもって

承諾した。

　議案４　令和８年度全国篤志面接委員大会について

―　標記大会について、本年３月２４日の理事会決議事項に加え、サブテーマを

「新たな広がりと更なる深まりを求めて」とすること、基調講演を法務省矯正研

修所教官の青木治氏に依頼することの説明がなされた。

　　　審議の結果、出席理事全員一致をもって原案どおり決議された。

　議案５　令和６年度全国篤志面接委員大会等の第２回自己評価について

―　令和６年度全国篤志面接委員大会及び初任者・リフレッシュ研修会に係る第２
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回評価案の説明がなされた。

　　　審議の結果、原案どおり決議された。

　報告事項　　代表理事及び執行理事の職務執行状況の報告

令和８年度第１回評議員会（定時）の開催について

令和８年６月１０日、法務省第１会議室において開催されました。主な議案は次のとおりで

す。

　議案１　人事の件

―　本年度第１回理事会における議案１につき、審議の結果、原案どおり決議され

た。

　議案２　令和７年度事業報告及び収支決算の件

―　監事による監査結果報告も受け、原案どおり承認された。

　報告事項　　理事会において決議された議案（前記議案３）等について報告がなされた。　

当連盟理事長等及び顧問の選任等に係る理事会決議について

当連盟定款第４６条（決議の省略）の規定に基づき、理事１９名全員の同意及び監事２名全

員の承認により、令和８年６月１９日付をもって、当連盟の理事長・副理事長・常任理事（理

事長以下の新役員については、１５頁参照）が選任されました。

また、前常任理事の野口善國氏が定款第３７条の規定に基づく顧問に選任されました。
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令和７年度の事業報告及び決算報告

令和７年度　事 業 報 告
（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

（研修事業関係）
１　全国篤志面接委員大会（中央研修会）の開催

　　基調講演の他、前回大会のアンケート結果等を踏まえ、小グループによる意見交換を実施

した。

地区 日時・場所・参加人員 研修内容

中　央 第３８回全国篤志面接委員大会
令和７年１０月７日（火）
法務省地下大会議室
参加者１２３名
（委員８９名、関係者３４名）

・大会テーマ「時代に応じた篤志面接活動の意義
と役割の再発見！！」

・基調講演「更生保護の取組」
　法務省保護局更生保護振興課長　
　石川祐介　氏　
・意見交換
　議題「これからの篤志面接活動に思うこと」

２　矯正管区管内篤志面接委員研修会の開催

　　全ての管区協議会において研修会を開催した。

地区 日時・場所・参加人員 研修内容

北海道 第３７回北海道矯正管区管内篤
志面接委員研修網走大会
令和７年７月１７日（木）・１８日
（金）
網走セントラルホテル
参加者８１名
（委員３７名、関係者４４名）

・講演「北方民族の歴史と文化」　
　北海道立北方民族博物館館長　呉人　惠　氏
・研究発表　３名

東　北 第６７回東北矯正管区管内篤志
面接委員研修山形大会
令和７年７月１１日（金）
山形グランドホテル「サンリ
ヴァ」及び「白鳥の間」
参加者８４名
（委員４３名、関係者４１名）

・講演「被害者の視点」
　被害者と司法を考える会代表　片山徒有　氏
・研究討議
　大会テーマ「時代に応じた篤志面接委員の意義
と役割の再発見！！」～これからの社会とのつ
ながりを求めて～

　討議題「“ よりそう ” 篤志面接活動とは　～や
がて、私たちと共に生きる仲間のために～」

・全体協議会
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地区 日時・場所・参加人員 研修内容

関　東 第６７回関東矯正管区管内篤志
面接委員研究協議会
令和７年１１月２０日（水）
さいたま新都心合同庁舎２号館
５階（共用大会議室５０１）
参加者１４１名
（委員７０名、関係者７１名）

・講演「オープンダイアローグの考え方や手法に
ついて」

　つくばダイアローグハウス院長　斎藤　環　氏
・自由討論会
　１０班に分かれ、それぞれ「個別面接実施前後の
施設職員との情報共有について」、「拘禁刑導入
と篤志面接委員の役割について改めて考える」、
「再犯・再非行防止のために必要な支援につい
て」、「障害等の生きづらさを抱えた者への働き
掛けについて」などのテーマについて意見を述
べた。

中　部 令和７年度中部矯正管区管内篤
志面接委員研究協議会
令和７年１０月２９日（水）
オークスカナルパークホテル富
山
参加者９０名
（委員４９名、関係者４１名）

・講演「自立を促す認知カウンセリング」
　富山大学教育学部講師　博士（心理学）　
　小澤郁美　氏
・意見発表　発表者３名
・意見交換
　総合司会　富山刑務所所属篤志面接委員　
　田中常弘

近　畿 令和７年度近畿矯正管区管内篤
志面接委員研究会
令和７年１０月３０日（金）
ＫＫＲホテル大阪（銀河）
参加者１５３名
（委員８５名、関係者６８名）

・講演「人を変え社会を変えるのは『教育』しか
ない」～生きる力を育む心のスポンジ教育プロ
グラム～

　株式会社良心塾　代表取締役　黒川洋司　氏
・研究発表
　「支援について考えてみましょう　～篤志面接
委員活動の深化をめざして～」

　発表者　４名
　助言者　奈良少年院所属篤志面接委員　
　大川哲次

中　国 第３８回中国矯正管区管内篤志
面接委員研究協議会
令和７年１０月２３日（木）
岡山プラザホテル５階「延養の間」
参加者９６名
（委員４８名、関係者４８名）

・研究討議　発表者２名
・講演「社会的養育への一つの試み」～抱っこか
ら始めるボランティア～

　一般社団法人ぐるーん代表理事　
　河本美津子　氏
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地区 日時・場所・参加人員 研修内容

四　国 第６４回四国矯正管区管内篤志
面接委員研究協議会
令和７年１１月１９日（水）
東急ＲＥＩホテル「讃岐・玉藻」
参加者５１名
（委員２７名、関係者２４名）

・講演「多様な価値観の共生時代：社会の風を矯
正に」

　香川大学副学長　平野美紀　氏
・研究発表　２名

九　州 令和７年度九州矯正管区管内篤
志面接研究会長崎大会
令和７年１１月１９日（水）・２０
日（木）
ホテルグランドパレス諫早
参加者１３１名
（委員６９名、関係者６２名）

・分科会
　刑事施設と少年施設共同で、６つのグループに
分かれて研究討議

　第１部（共通テーマ）
　「篤志面接活動を通して得た学びや発見につい
て」

　第２部（選択テーマ）
　「被収容者と接するときに心掛けていることに
ついて」

　「被収容者の自立心を育むために必要なことに
ついて」

　「拘禁刑施行後も篤志面接活動を充実させるこ
とについて」

・講演「矯正施設出所者の地域社会への再統合支
援の在り方　～ヨーロッパの経験～」

　長崎大学　生命医科学域（保健学系）教授　
　大西眞由美　氏

３　初任者・リフレッシュ研修会の開催

地区 日時・場所・参加人員 研修内容

中　央 令和７年度篤志面接委員初任者・
リフレッシュ研修会
令和７年１２月４日（木）
法務省地下大会議室
参加者７２名
（委員６１名、関係者１１名）

・講話Ⅰ「拘禁刑の創設と受刑者処遇」
　法務省矯正局成人矯正課企画官　畠山智行　氏
・講話Ⅱ「篤志面接活動の歴史、制度と現在の課
題」

　全国篤志面接委員連盟理事長　松田美智子
・講話Ⅲ「面接指導技術」
　長野大学社会福祉学部教授　小林万洋　氏
・班別討議

４　篤志面接委員教養訓練の実施

　　全ての管区協議会において教養訓練として講演会等を開催した。
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地区 日時・場所・参加人員 研修内容

北海道 令和７年１０月２８日（火）
ホテルライフォート札幌
参加者３４名
（委員２６名、関係者８名）

「今、子どもたちは！　～子どもシェルター・児
童虐待・離婚後共同親権を考える～」
弁護士　内田信也　氏

東　北 令和７年９月９日（火）
東北福祉大学仙台駅東口キャン
パス
参加者４２名
（委員３７名、関係者５名）

「出所・出院後の社会内処遇を見据えて施設内処
遇に求めること　～立ち直り支援の現状と課題～」
福島大学人間発達文化学類特任教授
生島　浩　氏

関　東 令和８年２月１０日（火）
さいたま新都心合同庁舎２号館
５階共用大研修室
参加者５６名　
（委員４８名、関係者８名）

「人は変わる　～動機づけ面接はなぜ有効なの  
か～」
矯正研修所矯正研修分析官　青木　治　氏

中　部 令和７年９月４日（木）
名古屋合同庁舎第３号館７階会
議室
参加者５１名
（委員４７名、関係者４名）

「拘禁刑下の矯正処遇の実施等について　～篤志
面接委員の皆様への期待～対話実践（リフレク
ティング）」
中部矯正管区成人矯正第二課長　松本祐二　氏

近　畿 令和８年２月２日（月）
大阪合同庁舎４号館４階講堂　
参加者６２名　
（委員５７名、関係者５名）

「人は誰でも人生をやり直せる」
一般社団法人希望への道　代表理事　
遊佐　学　氏

中　国 令和８年１月２７日（火）
広島合同庁舎４号館２階共用会
議室
参加者４２名
（委員３７名、関係者５名）

１　講演
（１）「拘禁刑の概要説明」
　　中国矯正管区成人矯正第二課長　
　　吉永一誠　氏
（２）「鳥取刑務所における取組状況について」
　　鳥取刑務所矯正処遇部長　細田尚徳　氏
２　意見交換会
　テーマ「これからの篤志面接活動で考えること」

四　国 令和７年９月２５日（木）
高松矯正管区大会議室
参加者３０名
（委員２３名、関係者７名）

「少年に付き添う人 『愛された体験』が少年を変
える　少年法と付添人の記録」
弁護士　野口善國　氏
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地区 日時・場所・参加人員 研修内容

九　州 令和８年２月１２日（木）
矯正研修所福岡支所第１教室
参加者５３名
（委員３０名、関係者２３名）

「違法薬物再乱用防止に向けた取組について」
厚生労働省九州厚生局麻薬取締部調査総務課
鈴木勇志　氏

（表彰事業関係）
１　篤志面接活動に功績のあった篤志面接委員２０名に対して全国篤志面接委員連盟会長表彰

を実施した。

２　篤志面接活動に功績のあった篤志面接委員２５名に対する法務大臣感謝状の授与に際して

祝意を表した。

（慶弔事業関係）
　　篤志面接委員の慶弔に際して、表敬・慰謝を行った。

（広報・機関誌事業関係）
１　ホームページを更新し、内容の充実と広報活動の充実を図った。

２　機関誌「全篤連だより」を令和７年７月、８年３月に発行した。

３　全国篤志面接委員大会、各矯正管区管内篤志面接委員協議会による研修会及び初任者研

修・リフレッシュ研修会の実施に際し記録誌を発行した。

４　全国矯正展において専用のブースを設け、篤志面接活動に関する広報を行った。

（事務局関係）
１　事業運営目標の達成に向け、その基礎となる次の点に留意した。

（１）税理士と契約し財務の指導を受けるとともに、監事による１０月までの上半期の中間監

査を実施するなど、財務状況の把握を確実にした。

（２）ホームページを適宜更新し、連盟からの広報活動の積極化に努めた。

２　予算執行について

（１）公益目的事業会計について、ＪＫＡからの補助金交付決定を受け、あらかじめ委託し

た地方研修会の開催及びその準備に必要な経費に基づき、管区協議会に対して予算配布し、

効率的・効果的な執行に努めた。

（２）法人会計について、予算の経費節約に努めた。

（その他の事業関係）
　　特になし
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令和７年度　正味財産増減計算書（内訳表）
（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

（単位：円）

科　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　　計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（１）経常収益
　　　基本財産運用益 2,100,000 1,400,000 3,500,000
　　　　基本財産受取利息 2,100,000 1,400,000 3,500,000
　　　特定資産運用益 1,200 0 1,200
　　　　特定資産受取利息 1,200 0 1,200
　　　受取補助金等 9,614,180 0 9,614,180
　　　　受取民間補助金 9,614,180 0 9,614,180
　　　受取寄付金 12,026,000 4,371,000 16,397,000
　　　　受取寄付金 12,026,000 4,371,000 16,397,000
　　　雑収益 9,667 5,762,600 5,772,267
　　　　受取利息 9,667 0 9,667
　　　　雑収益 0 5,762,600 5,762,600
　　　経常収益計 23,751,047 11,533,600 35,284,647
　（２）経常費用
　　　事業費 20,519,468 20,519,468
　　　　役員報酬 488,948 488,948
　　　　給料手当 3,200,428 3,200,428
　　　　臨時雇賃金 84,587 84,587
　　　　退職給付費用 201,600 201,600
　　　　法定福利費 433,347 433,347
　　　　地方研修委託費 12,423,176 12,423,176
　　　　会議費 54,824 54,824
　　　　旅費交通費 1,228,017 1,228,017
　　　　通信運搬費 255,643 255,643
　　　　消耗品費 32,809 32,809
　　　　印刷製本費 883,025 883,025
　　　　賃借料 136,202 136,202
　　　　諸謝金 55,685 55,685
　　　　速記費 71,500 71,500
　　　　表彰費 123,997 123,997
　　　　広報費 825,220 825,220
　　　　支払手数料 8,360 8,360
　　　　雑費 12,100 12,100
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　　　管理費 11,213,839 11,213,839
　　　　役員報酬 1,419,389 1,419,389
　　　　給料手当 1,371,612 1,371,612
　　　　退職給付費用 86,400 86,400
　　　　法定福利費 185,720 185,720
　　　　福利厚生費 16,887 16,887
　　　　会議費 1,118,606 1,118,606
　　　　旅費交通費 6,348,985 6,348,985
　　　　通信運搬費 107,268 107,268
　　　　慶弔費 46,760 46,760
　　　　消耗品費 14,061 14,061
　　　　印刷製本費 36,300 36,300
　　　　賃借料 58,372 58,372
　　　　諸謝金 253,000 253,000
　　　　租税公課 1,700 1,700
　　　　支払手数料 82,575 82,575
　　　　雑費 66,204 66,204
　　　経常費用計 20,519,468 11,213,839 31,733,307
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 3,231,579 319,761 3,551,340
　　　基本財産評価損益等 △ 32,902,800
　　　評価損益等計 △ 32,902,800
　　　当期経常増減額 △ 29,351,460
　２．経常外増減の部
　（１）経常外収益
　　　経常外収益計
　（２）経常外費用
　　　経常外費用計
　　　　当期経常外増減額
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 29,351,460
　　　　一般正味財産期首残高 171,754,645
　　　　一般正味財産期末残高 142,403,185
Ⅱ　指定正味財産増減の部
Ⅲ　正味財産期末残高 142,403,185
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令和７年度　貸借対照表
（令和８年３月３１日現在）

（単位：円）

科　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　現金預金 9,429,288 6,010,801 3,418,487
　　　　未収利息 1,310 110 1,200
　　　　前払金 0 312,393 △ 312,393
　　　流動資産合計 9,430,598 6,323,304 3,107,294
　２．固定資産
　（１）基本財産
　　　　　投資有価証券 127,100,925 160,003,725 △ 32,902,800
　　　　基本財産合計 127,100,925 160,003,725 △ 32,902,800
　（２）特定資産
　　　　　記念大会準備積立資金 3,500,000 3,000,000 500,000
　　　　特定資産合計 3,500,000 3,000,000 500,000
　（３）その他の固定資産
　　　　　長期貸付金 2,450,000 2,500,000 △ 50,000
　　　　その他の固定資産合計 2,450,000 2,500,000 △ 50,000
　　　固定資産合計 133,050,925 165,503,725 △ 32,452,800
　　　資産合計 142,481,523 171,827,029 △ 29,345,506
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　　未払金 39,637 36,624 3,013
　　　　預り金 38,701 35,760 2,941
　　　流動負債合計 78,338 72,384 5,954
　２．固定負債
　　　固定負債合計
　　　負債合計 78,338 72,384 5,954
Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産
　２．一般正味財産 142,403,185 171,754,645 △ 29,351,460
　　（うち基本財産への充当額） （127,100,925） （160,003,725） （△ 32,902,800）
　　　正味財産合計 142,403,185 171,754,645 △ 29,351,460
　　　負債及び正味財産合計 142,481,523 171,827,029 △ 29,345,506
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令和８年度の収支予算書

令和８年度　収支予算書（総括表）
（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで）

（単位：円）

科　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（１）経常収益
　　　基本財産運用益 3,500,000 3,500,000 0
　　　　基本財産受取利息 3,500,000 3,500,000 0
　　　特定資産運用益 1,000 1,000 0
　　　　特定資産受取利息 1,000 1,000 0
　　　受取補助金等 11,000,000 11,000,000 0
　　　　受取民間補助金 11,000,000 11,000,000 0
　　　受取寄付金 11,200,000 11,900,000 △ 700,000
　　　　受取寄付金 11,200,000 11,900,000 △ 700,000
　　　雑収益 6,110,000 6,253,000 △ 143,000
　　　　受取利息 10,000 3,000 7,000
　　　　雑収益 6,100,000 6,250,000 △ 150,000
　　　経常収益計 31,811,000 32,654,000 △ 843,000
　（２）経常費用
　　　事業費 22,644,000 21,885,000 759,000
　　　　役員報酬 452,000 583,000 △ 131,000
　　　　給料手当 3,200,000 3,050,000 150,000
　　　　臨時雇賃金 100,000 100,000 0
　　　　退職給付費用 202,000 189,000 13,000
　　　　法定福利費 420,000 413,000 7,000
　　　　地方研修委託費 13,000,000 12,000,000 1,000,000
　　　　会議費 100,000 100,000 0
　　　　旅費交通費 2,300,000 2,500,000 △ 200,000
　　　　通信運搬費 250,000 250,000 0
　　　　消耗品費 50,000 70,000 △ 20,000
　　　　印刷製本費 1,000,000 1,500,000 △ 500,000
　　　　賃借料 160,000 140,000 20,000
　　　　諸謝金 60,000 100,000 △ 40,000
　　　　速記費 100,000 130,000 △ 30,000
　　　　表彰費 150,000 150,000 0
　　　　広報費 1,000,000 500,000 500,000
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　　　　支払手数料 50,000 50,000 0
　　　　雑費 50,000 60,000 △ 10,000
　　　管理費 11,632,000 12,525,000 △ 893,000
　　　　役員報酬 1,320,000 1,456,000 △ 136,000
　　　　給料手当 1,370,000 1,310,000 60,000
　　　　退職給付費用 87,000 81,000 6,000
　　　　法定福利費 180,000 180,000 0
　　　　福利厚生費 17,000 13,000 4,000
　　　　会議費 1,300,000 1,350,000 △ 50,000
　　　　旅費交通費 6,600,000 7,400,000 △ 800,000
　　　　通信運搬費 120,000 100,000 20,000
　　　　慶弔費 50,000 50,000 0
　　　　消耗品費 30,000 30,000 0
　　　　印刷製本費 40,000 40,000 0
　　　　賃借料 60,000 60,000 0
　　　　諸謝金 253,000 200,000 53,000
　　　　租税公課 5,000 5,000 0
　　　　支払手数料 100,000 100,000 0
　　　　雑費 100,000 150,000 △ 50,000
　　　経常費用計 34,276,000 34,410,000 △ 134,000
　　　当期経常増減額 △ 2,465,000 △ 1,756,000 △ 709,000
　２．経常外増減の部
　（１）経常外収益
　　　経常外収益計 0 0 0
　（２）経常外費用
　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 2,465,000 △ 1,756,000 △ 709,000
　　　　一般正味財産期首残高 171,754,645 201,239,158 △ 29,484,513
　　　　一般正味財産期末残高 169,289,645 199,483,158 △ 30,193,513
Ⅱ　指定正味財産増減の部
Ⅲ　正味財産期末残高 169,289,645 199,483,158 △ 30,193,513
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役 員 ・ 評 議 員 一 覧 表

令和８年６月１９日現在　

区　　分 理 事 ・ 監 事 評  議  員

会　　　長 塩　崎　恭　久

副 会 長　 大　川　哲　次

副 会 長　　　　　 前　田　直　子

副 会 長　 佐　藤　良　彦

坂　井　一　郎

理 事 長　 松　田　美智子 出　合　　　均

副 理 事 長　　 柿　﨑　伸　二 古今亭　菊千代

常 任 理 事（北海道） 傳　法　　　滋 （ 野　口　泰　代 ）

　　　　　（東　北） 徳　力　賢　隆 山　田　義　俊

　　　　　（関　東） 室　井　誠　一 舎奈田　經　夫

　　　　　（中　部） 宮　田　　　修 鷲　野　明　美

　　　　　（近　畿） 田　中　　　勇 小　西　暁　和

　　　　　（中　国） 岩見屋　　　健 松　本　眞由美

　　　　　（四　国） 泉　　　美　穂 笠　原　和　男

　　　　　（九　州） 郡　嶋　かおる 吉　弘　基　成

理　　　事（北海道） 大　郷　栄　治 佐　伯　　　温

　　　　　（東　北） 佐　藤　敬　子 飛　鳥　雅　子

　　　　　（関　東） 阿　部　憲　仁 西　岡　慎　介

大　塚　啓　志 岩　﨑　裕　之

　　　　　（中　部） 勅　使　　　忍 谷　口　哲　也

　　　　　（近　畿） 山　口　明　美 　　　（以上１９名）

　　　　　（中　国）　 西　井　一　宜

　　　　　（四　国）　 楠　見　司　朗

　　　　　（九　州） 関　谷　静　司

（以上１９名）

監　　　事（関　東） 千　島　三　好

　　　　　（中　部）　 三ツ本　　　隆

（以上２名）

　　　○理事・監事の任期　Ｒ８．６．１０から２年間（令和１０年度定時評議員会）
　　　○評議員の任期　　　Ｒ７．６．１３から４年間（令和１１年度定時評議員会）
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令和８年度全国及び各矯正管区研修会の開催予定

地　区 日　程 場　所

全国大会 １０月６日（火） 法務省地下大会議室（東京都千代田区）

初任者・リフ
レッシュ研修会

１月２０日（水）・
２１日（木） 法務省地下大会議室（東京都千代田区）

北海道 ７月１６日（木）・
１７日（金） ホテルライフォート札幌（北海道札幌市）

東　北 ７月１０日（金） メトロポリタン盛岡（岩手県盛岡市）

関　東 １１月１９日（木） さいたま新都心合同庁舎２号館５階共用大会議室
（埼玉県さいたま市）

中　部 １１月２０日（金） 福井県県民ホール（福井県福井市）

近　畿 ６月１８日（木） ホテル アゴーラ リージェンシー 堺 ロイヤルホー
ル（大阪府大阪市）

中　国 １０月２２日（木） ホテルモナーク鳥取（鳥取県鳥取市）

四　国 １１月１９日（木） 阿波観光ホテル（徳島県徳島市）

九　州 １１月１８日（水）・
１９日（木） コンパルホール（大分県大分市）

その他の研修等（参考）
○教養訓練研修（各管区協議会で実施）　令和８年９月から令和９年２月
○連盟監査・常任理事会　　　　　　　　令和８年５月２０日（水）　矯正会館４階第１会議室
○連盟第１回理事会　　　　　　　　　　令和８年５月２１日（木）　矯正会館４階第１会議室
○連盟企画検討会　　　　　　　　　　　令和８年５月２１日（木）　矯正会館４階第１会議室
○連盟第１回評議員会　　　　　　　　　令和８年６月１０日（水）　法務省２０階第１会議室
○連盟第２回理事会　　　　　　　　　　令和８年１０月７日（水）　矯正会館１階多目的室
○連盟常任理事会　　　　　　　　　　　令和９年１月２１日（木）　法務省地下小会議室
○連盟第３回理事会・第２回評議員会　　令和９年３月２３日（火）　法務省２０階第１会議室
○第８回国内交流研修旅行（近畿矯正管区管内方面）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年１０月２８日（水）～３０日（金）
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賛 助 会 員 名 簿

令和８年７月１日現在　　

施設賛助会員（敬称略）
	 竹内惠美子（札幌刑務所）	
	 青森県保護司会連合会（青森刑務所）	
	 徳力　芳子（東北少年院）	 八幡　則子（東北少年院）	
	 倉松　俊弘（栃木刑務所）	 黒川　弘照（栃木刑務所）	 横山　幸子（栃木刑務所）
	 川上　克義（新潟刑務所）	 さくら市更生保護女性会（喜連川少年院）	
	 押富　隆二（金沢刑務所）	 織田　宗卯（岐阜刑務所）	 小見山桂子（笠松刑務所）
	 伊藤　安信（名古屋刑務所）	 小山　　祐（名古屋刑務所）	 近藤　義広（名古屋刑務所）
	 鈴木　克尚（名古屋刑務所）	 鳥居　鐐一（名古屋刑務所）	 ㈲クオリア（名古屋刑務所）
	 豊田信用金庫三好北支店（名古屋刑務所）
	 名古屋刑務所篤志面接活動後援会（名古屋刑務所）	 勅使　邦江（名古屋拘置所）
	 川浦　幸光（湖南学院）	 佐野　新一（湖南学院）	
	 金光　英子（岡山刑務所）	 本郷　　亮（岡山刑務所）	
	 白井　謙二（高松刑務所）	 三宅　　正（高松刑務所）　	 福本　英子（丸亀少女の家）
	 ㈱三恵電業ホールディングス（長崎刑務所）	 ㈱昭和堂（長崎刑務所）
	 医療法人にじの会高原内科循環器科医院（長崎刑務所）

本部賛助会員（敬称略）
	 會田　正和（東京都）	 石川　紀代（愛媛県）	 泉　　美穂（徳島県）
	 大川　哲次（大阪府）	 大塚　啓志（東京都）	 大西　史子（愛媛県）
	 大橋　　哲（東京都）	 岡本　達也（富山県）	 小畑　輝海（東京都）
	 柿﨑　伸二（東京都）	 門屋　伯子（愛媛県）	 亀井　史巠（広島県）
	 久保　義介（京都府）	 小山　定明（東京都）	 近藤　哲城（埼玉県）
	 佐伯　紀男（東京都）	 坂井　一郎（東京都）	 佐藤　敬子（岩手県）
	 佐藤　良彦（東京都）	 澤田　健一（東京都）	 塩崎千枝子（愛媛県）
	 清水　充江（愛媛県）	 舎奈田經夫（東京都）	 鈴木　祥祐（東京都）
	 大郷　栄治（北海道）	 髙岡　精司（東京都）	 髙橋　　博（神奈川県）
	 田中　勝彦（愛媛県）	 田中　常弘（富山県）	 勅使　　忍（愛知県）
	 東松　磐樹（愛知県）	 富樫　厚治（北海道）	 徳地　昭男（埼玉県）
	 富山　　聡（埼玉県）	 中川　文隆（東京都）	 名執　雅子（東京都）
	 西井　一宜（広島県）	 西藤　春重（愛媛県）	 沼尾　良一（栃木県）
	 南野知惠子（山口県）	 花村　博文（北海道）	 福島　照男（大阪府）
	 福田　紀夫（東京都）	 藤井　亮俊（兵庫県）	 藤江　道子（宮城県）
	 藤代　喜道（千葉県）	 二神　瑞隆（愛媛県）	 古川　髙志（埼玉県）
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	 古山　紀子（東京都）	 保坂東志男（東京都）	 本間　達三（東京都）
	 前田　直子（愛媛県）	 松下　正信（福岡県）	 松田　　昇（東京都）
	 三浦　幸治（埼玉県）	 三宅　正一（千葉県）	 室井　誠一（東京都）
	 安田　規浩（京都府）	 山田　義俊（東京都）	 山中　廣司（東京都）
	 横田　尤孝（東京都）	 𠮷澤　崇夫（栃木県）	 渡辺　文夫（東京都）
	 渡辺　道代（東京都）	 ㈱随喜産業（東京都）	 ㈱セレモア（東京都）

支援団体（敬称略）
	 公益財団法人矯正協会	 公益財団法人ＪＫＡ	
	 ㈲矯正サービス	 ㈱ SHIELD OF LIFE	
	 更生保護法人日本更生保護協会
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「在り方検討会」から「当面取り組むべき課題等」と「企画検討会」へ
－時代に応じた篤志面接活動の一層の推進のために－

　
全国篤志面接委員連盟では、近年の再犯防止推進の諸施策の実施及び刑事施設における拘禁

刑の導入等により、被収容者に対する教育指導が一層充実されようとしているこの時期に、長
期的ビジョンに立って篤志面接活動の在り方、その役割等について議論し、篤志面接委員とし
てやるべきこと、期待されることを改めて検討していく必要があるのではないかとの問題意識
から、令和６年９月に「これからの篤志面接活動の在り方に関する検討会」（以下「在り方検討
会」と言います。）を立ち上げました。

在り方検討会は、大きな３つの論点について１７回に及ぶ検討会を実施し、令和８年３月に
終了しました。その間、論点Ⅰ「篤志面接活動の範囲と重点とすべき事項に関する論点」の検
討結果に基づき、令和７年４月、矯正局長宛に「中間総括」と「提言（依頼）」を提出し、これ
を受けた同局から矯正施設に宛て「拘禁刑の導入等に伴う矯正施設における篤志面接委員との
協力関係の促進」と題した通知が出されました。また、論点Ⅱ「組織、定数に関する論点」に
関する検討結果に基づき、「当面取り組むべき課題等」を取りまとめ、令和８年４月に全国の矯
正管区管内協議会及び矯正施設協議会宛に取組の依頼をしたところです。あわせて、これら在
り方検討会の成果を引き継ぎ、実現していくために令和８年３月、新たに「篤志面接活動企画
検討会」を立ち上げました。

なお、論点Ⅲ「法律上の位置付けに関する論点」につきましては、参加者の意見を議事録と
して残し、今後の課題とすることとしました。

本誌でも第４３号以降随時進捗状況をご報告してきましたが、本号では、以下で「第１　『在
り方検討会』全体のまとめ」、「第２　当面取り組むべき課題等」及び「第３　篤志面接活動企
画検討会」についてご報告いたします。

第１　「在り方検討会」全体のまとめ
＊　以下には、本誌第４３号から４５号でご報告した内容も含まれておりますが、検討会全体の記録とし
て掲載しております。

はじめに
全国篤志面接委員連盟においては、令和７年６月に刑事施設においてこれまでの懲役刑・禁

錮刑に替えて新たに拘禁刑が導入され、明治４０年以来およそ１２０年ぶりの刑法改正によっ
て刑の執行の在り方が大きく変化しようとしている時期に合わせて、これまで行ってきた篤志
面接活動を振り返るとともに、これからの活動の在り方について長期的ビジョンに立って検討
することを目的として、令和６年５月の理事会において「これからの篤志面接活動の在り方」
に関する検討会を設けることを決定した。同検討会のメンバーは、連盟の常任理事会を構成す
る会長、副会長、常任理事並びに連盟本部の理事長及び副理事長とし、そこに矯正局成人矯正
課補佐官、同課事務官にも参加していただいた。同検討会は月に１回程度オンライン会議方式
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によって開催することとし、議事進行（司会）を室井前理事長が担当することとした。
会議において検討すべきテーマについては、あらかじめ理事会において出された意見や要望

を基に連盟事務局において論点の整理を行い、それに従って令和７年９月から議論を開始した。
従来の懲役刑・禁錮刑に替えて拘禁刑が導入されようとしている時期に合わせて、これからの
篤志面接活動の在り方について、理事会で出された意見を発言録としてまとめた上で、連盟事
務局において論点整理を行った。

１　主要テーマと論点
議論すべき主要テーマは、以下のようにまとめられた。

Ⅰ　篤志面接活動の範囲と重点に関する論点
　１　刑事施設に関する事項
　　〇　活動の基本的在り方について
　　〇　活動の広がりの可能性について
　　〇　刑事施設との意見交換について
　２　少年院に関する事項
　　〇　活動の基本的在り方について
Ⅱ　組織、定数に関する論点
　１　連盟組織の強化、広報活動等の充実化に関する事項
　　〇　連盟組織の強化方策、人的・予算的手当について
　　〇　広報活動の充実化方策について
　２　施設ごとの篤志面接委員定数の基準化に関する事項
　　〇　定数を基準化することの是非について
　３　賛助会員の増、基本財産の増など財政的強化を図ることに関する事項
　　〇　具体的な強化方策について
　４　委員の選考、審査の厳格化（選考と再任に際して）に関する事項
　　〇　選考の現状を踏まえその改善方策について
Ⅲ　法律上の位置付けに関する論点
　１　篤志面接委員とその活動の法定化に関する事項
　　〇　法定化の必要性（立法事実）について
　　〇　他の民間協力者との均衡について
　２　篤志面接委員の委嘱を法務大臣から行うことに関する事項
　　〇　その必要性について
　３　篤志面接委員の名称の変更に関する事項
　　〇　篤志面接委員の職務の特殊性について
　　〇　篤志面接委員の名称について
Ⅳ　その他
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２　論点Ⅰの篤志面接活動の範囲と重点について
論点Ⅰに関しては令和６年９月から翌７年３月まで意見交換を行い、それまでの議論を中

間総括としてまとめ、７年４月に矯正局長宛に理事長名で報告するとともに若干の提言（依
頼）を行った。その内容については、令和７年４月４日付け全篤連発第６号「これからの篤
志面接活動の在り方に関する検討会の中間総括について（依頼）」のとおりである。

その概要は、次のとおり。
刑事施設においては、近く拘禁刑の導入という歴史的な大改正が行われ、受刑者処遇にパ

ラダイムシフトが生じるため、篤志面接活動に対するニーズや期待も変わっていくのではな
いかと考える委員が多かったが、矯正局の説明によると「篤志面接委員の活動の法的性質や
意義は、拘禁刑創設後も、基本的には変わらない」として、「豊富な知識・多彩なご経験を元
に、職員ではカバーできない被収容者のニーズに応えていただくこと」と「一般社会の方々
の代表者としての立場から、出所後の社会生活に向けた手がかりを付与すること」の２つの
大きな役割の説明がなされた。前者は主として知識・技能の付与といった視点からの役割で
あり、これまでの相談・面接による不安の解消や問題解決、様々なクラブ活動を通じた教養
や社会的スキルの付与、その他の余暇の充実と心情の安定を図る活動、改善更生・社会復帰
に向けた働きかけなどを内容とするものであり、後者は主として信頼・希望の付与と言った
視点からの役割であり、前者の活動を通じて被収容者の改善更生の意欲を喚起するとともに、
再び社会で生きる力や希望を付与する役割である。

私たちの時代認識とは異なっていたが、改めて振り返ってみれば、受刑者処遇におけるパ
ラダイムシフトは平成１８年の監獄法全面改正に始まり、その後数次にわたる推進強化方策
の導入を経て、令和７年の拘禁刑導入をもってちょうど階段の踊り場のような、一定の高み
（段階）に達したと理解すべきだと気付いた。

その後の意見交換によって、篤志面接活動の意義や役割は基本的に変わらないものの、そ
の具体的な活動領域・内容には新たな広がりの可能性が考えられること及びこれまで以上に
被収容者の心に響くように活動を深めるべきであるとの意見に集約された。特に、個別の相
談面接活動が減少している現状については、被収容者のニーズがあるのに相談面接に円滑に
つながっていないのではないかとの観点から、願出によらず職員の判断による相談面接の仕
組みを提案する意見や被収容者に篤志面接委員の存在と役割を一層分かりやすく情報伝達す
る機会を作る意見などが提出された。

中間総括においては、議論を踏まえて以下の４点を矯正局長に提言（依頼）した。
①　拘禁刑導入に伴い篤志面接活動の新たなニーズがある場合には、施設協議会と協議願い
たい。

②　新たな指導スタッフを確保する際には、篤志面接委員等の民間協力者を一層活用された
い。

③　施設協議会から個別の相談面接の機会の増加に関する提案があった場合には、真摯に検
討願いたい。

④　少年院での情操教育の追加実施が可能な場合には、篤志面接委員の協力が得られるかど
うか検討願いたい。
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３　矯正局からの通知
前述した中間総括と提言（依頼）を受けた矯正局は、令和７年７月７日に成人矯正課長と

少年矯正課長の両課長連名で矯正管区長及び刑事施設の長宛に「拘禁刑の導入等に伴う矯正
施設における篤志面接委員との協力関係の促進について（通知）」を発出した。この通知は私
たちの議論とそれに基づく提言を矯正局担当者が真摯に受け止めていただいたことを表して
いる。同通知においては、各施設の実情、所属の篤志面接委員の意向等を踏まえながら実施
可能な事項について積極的に検討し、被収容者処遇の一層の充実に向けて篤志面接委員との
協力関係を促進するよう指示された。その主な内容は、以下のとおりである。
①　施設の研修会等の機会を活用し、所属の篤志面接委員に対して、拘禁刑導入の経緯や導
入に伴う各種施策、個々の特性に応じた処遇の充実等の概要について必要な説明を行うこ
と。

②　施設の実情に照らし、新たに篤志面接委員に協力を依頼できる事項がないか改めて検討
し、該当する事項がある場合には篤志面接委員と協議・依頼すること。

③　篤志面接委員を活用した個別面接の充実策について、施設の実情、所属委員の対応可能
な日時や指導分野等を踏まえて改めて検討すること。面接前後における情報共有、意見交
換についても検討すること。

④　篤志面接委員制度の概要、委員の指導分野等について受刑者に周知し、面接を希望しや
すくするなどの工夫について検討すること。

４　論点Ⅱの組織、定数に関する論点
論点Ⅱについては、令和７年５月から意見交換を開始した。
このテーマについては、相互に関連する問題もあるため、①連盟組織の強化方策、人的・

予算的手当、財政的強化方策、②篤志面接委員の社会的認知度を高めるための広報活動の充
実化策、③施設ごとの委員定数の基準化の問題、④委員の選考の問題の４つに分けて意見交
換を行った。

①については、連盟本部には事務局が置かれているが、管区協議会及び施設協議会には独
立した事務局機能がなくすべての事務を国の職員が行っているという現状を踏まえながら、
どのようにこれら組織間の連携の強化を図るかという観点からの意見、組織的強化を図るた
めにも連盟の基本財産の増加方策や賛助会員の増加方策を検討すべきとの意見、将来的には
篤志面接委員を法定化し、公的資金の補助を得ることや常勤の事務職員の設置を検討するべ
きとの意見など、②については、そもそも現在、篤志面接委員の存在と役割について社会的
認知度が低すぎることから新たな資金を集めにくいという問題もあるため施設の内と外の両
面において広報の充実化に努めるべきとの観点から、研修会開催時のプレスリリースの実施、
サブネームを使った広報、ホームページやＳＮＳを活用した広報、被収容者を対象としたチ
ラシの配付などを検討すべきとの意見などが、それぞれ提出された。また、同時に、検討会
における議論だけでなく実施できる方策は同時並行して行っていくべきとの意見も提出され
た。

（１）理事長からのアクションプランの提案とその検討
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　　令和７年7月に矯正局両課長から前述の通知が発出されたことやそれまでの議論におい
て「議論しかつ行動する」ことが提案されたことも踏まえて、松田理事長から同年９月の
第１１回検討会において、広報活動、組織の強化並びに在り方検討会及び提言の３つの課
題に関して当面取り組むべきアクションプランの案が示された。検討会における意見交換
の結果、これらに関して管区協議会及び施設協議会において協議し、その意見を取りまと
めた上で翌年１月末までに報告することとされた。

（２）アクションプランの決定
　　令和８年３月の理事会において、前述の提案に関する管区協議会からの報告を踏まえて
連盟事務局がまとめた令和８年度から「当面取り組むべき課題等」が承認された（詳細は、
「第２　当面取り組むべき課題等」参照）。

（３）施設ごとの委員定数の基準化の問題
　　検討会においては、前述のアクションプランの協議とともに、その他の議題についても
第１２回の検討会から意見交換した。

　　まず、施設ごとの委員定数の基準化の問題については、現在の施設ごとの委員配置の
状況を当該施設の一日平均収容人員を委員数で除した負担率を参考にしながら確認した後
で、意見交換した。この議題は、一部の委員から、近年において篤志面接委員数が大きく
減少しており、その減少数が同じ民間協力者の教誨師に比較して大きく、このままではそ
の減少する一方であるという危機意識から提出されたもので、その対応策として施設の収
容人員に応じた委員数を基準化し、減少に歯止めをかけるべきではないかとの意見であっ
た。これに対して、その問題意識に理解は示しつつも、委員数はそれぞれの施設の実情、
歴史によって現在の数に至っており、一律に定数化することは困難であるとの意見、委員
定数を変えることよりも内なる広報によって被収容者に篤志面接委員の存在と役割を知っ
てもらい、結果として今の状況では委員数が足りない、委員数を増やす必要があるという
状況を作り出すことが重要であるとの意見、施設との話し合いによって被収容者の処遇に
篤志面接委員を一層活用する方策を検討・実施し、篤志面接に対する新たなニーズを生み
だしていくとの意見、ニーズのないところに活動はないとの観点からニーズを増やすため
の広報の在り方を検討し、例えば効果的な実践例があればそういう好事例を他の人たちに
も知ってもらう横展開を推進し、活動を広げる必要があるとの意見などが提出された。

　　結果として、基準化は困難であるが、篤志面接委員を今以上に活用する方策を検討する、
ニーズを増やす施設との協議や内部広報の在り方を検討する、官と民のパートナーシップ
によって生じた効果をエビデンス（エピソード）とともに広報するなどの意見が提出され
た。

（４）委員の選考に関する問題
　　篤志面接委員の選考については、大臣訓令によって統一的基準が定められており、委員
の条件としては①社会的信望があり、かつ②矯正施設の被収容者の改善更生、円滑な社会
復帰、心情の安定その他の処遇に理解と熱意を有することが定められ、また選考の手続き
としては矯正施設に第三者（法曹関係者、宗教関係者、社会福祉事業関係者、更生保護関
係者、学識経験者その他の者）からなる篤志面接委員選考会を置くこと、委嘱候補者につ
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いて施設の長が同選考会の意見を聴いた上で矯正管区長に上申することが定められている。
その他のことは基本的に施設の運用に任されている。一部の委員から、委員の選考が円滑
に行われていないのではないか、また選考に当たっての審査がきちんと行われていないの
ではないかとの問題意識からこの議題が設けられた。

　　提出された意見としては、自ら選考会のメンバーとして選考に関わっており現行の選考
手続きに特に問題は感じていないとの意見が比較的多かったものの、一部の委員からは施
設に置かれた篤志面接委員で構成される協議会又は委員会（施設協議会）に委嘱又は解嘱
が行われることの情報が全く伝えられず、委員間の連携や協調が図られていなかったため、
施設と協議して委嘱又は解嘱が行われる際には施設の長に施設協議会としての意見具申が
できるよう会則の改正を行ったとの意見も提出された。

　　また、選考会の運用については、多くの施設において書面審査によって施設の長から
の諮問に答えているとする一方で、選考会を出席可能なメンバーが実際に集まって開催し、
委嘱候補者の出席も求めた上で直接質問することによってその人の人柄や経歴を共有し、
委員相互の協調を図っているとの報告もなされた。

　　いずれにしても、施設協議会が委員の委嘱又は解嘱にどのように関わっているのか、選
考会の構成と実際の運用がどのようになされているのかについて、連盟としても全国の矯
正施設を対象として把握する必要があるとの意見が提出されたため、連盟事務局において
実情調査を検討することとされた。

　　また、委員の任期については、保護司が保護司法の改正によって従来の２年から３年に
延長されたことを参考として、将来３年に延長することも検討すべきとの意見が提出され
た。

５　論点Ⅲの法律上の位置付けに関する論点
論点Ⅲについては、令和８年２月と３月に意見交換を行った。
このテーマについては、①篤志面接委員とその活動の法定化に関する問題、②篤志面接委

員の委嘱を法務大臣から行うことに関する問題、③篤志面接委員の名称変更に関する問題の
３つに分け、いずれについても将来的な課題としてどのような問題があるのかを中心とした
意見交換を行った。

（１）篤志面接委員とその活動の法定化に関する問題
　　一部の委員は、篤志面接委員が再犯防止という国の施策の中で保護司と同様に重要な役
割を果たしているところから、その存在と役割を保護司と同様に法律をもって規定するべ
きである、また法律化することによりその活動に必要な予算も国が支給することとなり地
位向上が可能となるとの意見を提出したが、これに対しては、法律化することによって逆
に縛られる部分が増えて自由な取組ができなくなるのではないかとの意見、法律化しよう
としてもほとんどの国会議員が篤志面接委員について知らない現状ではその理解を得るこ
とは困難であり、ハードルは高いとの意見、立法事実があるのかという国会での指摘に答
えられるだけの準備が必要であり、そのためにも篤志面接活動の基盤づくりをしっかりと
行い、国民にその活動を知ってもらうことが必要であるとの意見、そもそも篤志面接活動
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を所管する法務省の職員が法律化を必要と思っていなければできることではなく、矯正局
の担当職員とじっくりと議論する必要があるとの意見、将来の法制化を見据えて大臣訓令
を超える規則、設置規則の整備から始めてはどうかという意見などが提出された。

　　法律化の前に、それが可能となるような準備が必要であり、議論は次代を担う若手・中
堅の委員に引き継いでいくこととされた。

（２）篤志面接委員の委嘱を法務大臣から行うことに関する問題
　　この問題については、前述の法制化と連動した問題であり、保護司と同様な地位向上を
求める観点からの意見や社会的認知度を高め、より優秀な人材を確保する観点からの意見
などが提出されたが、法制化が困難であるとすれば、次のステップとして矯正管区長から
の委嘱を矯正局長からの委嘱とすることを要望する意見も提出された。また、教誨師との
バランスを考慮するとの意見も提出された。

（３）篤志面接委員の名称の変更に関する問題
　　一部の委員は、篤志面接委員という名称がその活動内容（面接相談だけでなく様々なク
ラブ活動、趣味や教養の指導、改善指導などをしている）を正確に表していないこと、そ
もそも「とくしめんせついいん」と正確に読める人が少なく、直ちに理解することが困難
であること、６文字の名称は長すぎて頭に入りにくいことなどを理由として名称変更を求
め、例えば支援という用語を使用した「矯正支援員」、３文字の「篤面司」などの案を主張
したが、一方で今の名称には歴史や思い入れがあり現行のままでよいとの意見、今の名称
で何の不自由もなく読めなければふりがなをつければいいとの意見、今の名称は拘禁刑導
入の時期に誠に時宜を得た言葉であるとの意見、名称が知られていないことにこそ問題意
識をもつべきで適当なサブネームを用いながら今の名称をもっと広く国民に知ってもらう
ことが必要であるとの意見などが提出された。

　　結論として、一旦この問題に関する議論は先送りし、それよりもこの名称に関する社会
的認知度を向上させる広報等に取り組むべきとの意見が多く提出された。

６　成果
令和６年９月から同８年３月まで、合計１７回に渡って行われた本検討会の議論によって

いかなる成果が得られたのかを改めてまとめると、次のとおりである。
（１）中間総括と提言（依頼）の提出、これに対する矯正局両課長通知の発出
　　すでに、２及び３において記載したとおりである。論点Ⅰについての議論をとりまとめ、
令和７年４月に連盟理事長名で矯正局長宛に「これからの篤志面接活動の在り方に関する
検討会の中間総括について（依頼）」を提出したところ、これに対して同年７月に矯正局成
人矯正課長及び少年矯正課長名で矯正施設の長及び矯正管区長宛に「拘禁刑の導入等に伴
う矯正施設における篤志面接委員との協力関係の促進について（通知）」が発出された。

（２）アクションプランの審議及び決定
　　４の（１）及び（２）において記載したとおりである。連盟理事長から、前述の局両課
長通知が発出されたこと及び検討会において「議論だけでなく行動すること」を求めた意
見があったことを踏まえ、連盟事務局、管区協議会及び施設協議会の三者において、広報
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活動、組織の強化並びに在り方検討会及び提言の周知という３つの課題に関して当面取り
組むべきアクションプランの案が示され、管区協議会からの意見も踏まえ、令和８年３月
に連盟理事会において「当面取り組むべき課題等」が採択された。

（３）ホームページの充実
　　本検討会において、篤志面接委員の選考の実情について意見交換した際に、連盟本部に
電話やメールで委員への就任を希望する人からの問い合わせがあった場合、従来は連盟事
務局において個別に対応してきたとの説明がなされたところ、より分かりやすくアナウン
スする観点から連盟ホームページに「篤志面接委員になるには」というコーナーを設ける
こととなった（令和７年９月に実施）。

（４）篤志面接委員選考会の実情調査
　　本検討会において、矯正施設に設けられている篤志面接委員選考会がどのような人的構
成となっているのか、またどのような運用をしているのかよく分からないことが判明した
ので、連盟事務局において矯正局の了解を得て実情調査（アンケート調査）することとな
り、その結果が令和８年３月の検討会において報告された。

（５）篤志面接活動企画検討会の設置
　　本検討会での議論を引き継ぐとともに、今後の篤志面接活動の課題等について理事会か
らの諮問に応じて意見交換・調査検討するため、若手・中堅の委員１０名程度から成る企
画検討会を設け、令和８年度から開催することとなった（詳細は「第３　篤志面接活動企
画検討会」参照）。

第２　当面取り組むべき課題等

当連盟では、矯正管区管内篤志面接委員協議会（以下「管区協議会」と言います。）、矯正施
設篤志面接委員協議会（同「施設協議会」）及び当連盟事務局（同「事務局」）の三者が当面取
り組むべき３つの課題とその具体的な項目について、本年３月２４日に開催された当連盟理事
会において次のとおり決議し、三者で連携して具体的に取り組むこととしました。

課題１　広報活動の積極的な推進
１　管区協議会主催の地方研修・研究大会のプレスリリース
　　管区協議会において、大会開催要領ができた段階で、対応する記者クラブにプレスリリー
スを行う。ただし、その方法としては記者クラブに対するプレスリリースに限定せず、管区
協議会等の事情に応じて可能な範囲、方法で行うこととする。

　　なお、当連盟主催の全国大会についても、事務局がプレスリリースを行うとともに、全国
の実施結果を取りまとめてフィードバックし、実施に係るノウハウ、知見を共有する。

２　管区及び施設主催の矯正展への参加
　　管区協議会において管内の予定を把握し、専用のコーナーを設けて展示・広報することが
できるよう関係者と調整するとともに、施設協議会においても可能な限り実施するよう依頼
する。ただし、施設協議会等の事情を考慮し、可能な範囲、方法で行うこととする。
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　　なお、事務局においても、関係団体の大会やイベントでの広報として、教誨師や更生保
護関係団体の全国規模の研修大会やイベントに参加し、専用のコーナーを設けるなどして展
示・広報する。また、実施事例を取りまとめてフィードバックし、実施に係るノウハウ、知
見を共有する。

３　被収容者に対する篤志面接活動の周知・ＰＲ
（１）管区協議会（又は施設協議会）において、神戸拘置所の資料を転用、又は参考にするな

どしてパンフレットを作成し、施設と協議の上、被収容者へのＰＲ等に活用する。
（２）施設協議会において、刑執行開始時の指導や新入時教育における篤志面接活動に関する

指導・説明について、施設と協議するよう働き掛ける（例えば、篤志面接委員自身が説明
する時間を設けるなど）。ただし、その方法については例示のものに限らず、施設協議会
においてそれぞれの事情に応じた方法で周知・ＰＲを図る。

（３）事務局において取組結果を取りまとめて全国にフィードバックし、実施に係るノウハウ、
知見を共有する。

４　通称（サブネーム）の作成　
　　当連盟理事会決議により本年度から開催される「篤志面接活動企画検討会」（以下「企画検
討会」という）において、通称（サブネーム）を検討する。

５　全国共通で使用するのぼりの作成
　　企画検討会において全国共通で使用するのぼりの検討を行い、事務局においてのぼりを作
成する。

６　全国共通で使用するパンフレットの作成
　　企画検討会において全国共通で使用するパンフレットの検討を行い、事務局においてパン
フレットを作成する。

課題２　組織の強化
７　（常任）理事会における管内の活動状況報告
　　管区協議会理事会等の場で、施設協議会長等から最近の活動状況を適宜紹介するなどして
得た情報を、来年３月に開催される当連盟理事会で情報共有することから始める。

８　当連盟ＨＰを活用した情報交換
　　事務局において、篤志面接活動の広報と篤志面接委員間の情報共有の観点から取り組む。

課題３　在り方検討会及び提言の周知
９　管区協議会の場を活用した説明
　　事務局において、中間総括・提言・両課長通知・在り方検討会全体の総括・提案書につい
ての基本的な説明文書を作成し、管区協議会及び施設協議会においてそれぞれの事情に合っ
たやり方で周知を図る。

10　刑政誌への投稿
　　事務局において、刑政誌への投稿を行う。
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第３　篤志面接活動企画検討会

１　新たな組織創設の経緯
第１でご報告しましたとおり、在り方検討会の検討過程は、論点Ⅰの認識をベースに共有

しつつ、同Ⅱの現実的・具体的な課題の解決ないし改善を徐々に図ることで、活動の水準を
高め、将来的には同Ⅲについて行動化するという展開になるものと考えられます。そこで、論
点Ⅲの方向性について各自が意見を述べた段階で同検討会は一旦終了し、その後は篤志面接
活動の水準向上に取り組むことが肝要と考えました。

従前から行ってきている全国及び各管区単位の研修会の開催や、第２でご報告した事項を
含めて、篤志面接活動全般の水準を高めるために取り組むべき事項は多岐にわたっています。
それらについて広く全国の実情を調査したり、意見を聴取しながら企画立案し、速やかに実
行していくためには、理事会の諮問、指示を受けて機動的に動くことのできる実行部隊のよ
うな組織を新たに設ける必要があると考えました。

また、従来からの課題である連盟役員候補者を含む若手の育成の観点から、この機会に若
手の篤志面接委員から成る新たな組織を創設することが望ましいと考えました。

そこで、本年３月２４日に開催された当連盟理事会において、在り方検討会の検討を引継
ぎ具体的な成果につなげる新たな組織として「篤志面接活動企画検討会」（以下「企画検討
会」と言います。）の創設が決議されました。

２　企画検討会の発足
企画検討会を担うのは、各管区協議会から推薦を受けた８名の検討委員（次表名簿参照）

であり、そこに理事長、副理事長、事務局が加わることとされました。推薦に当たっては、次
代を担う若手・中堅委員の中から選ぶとともに、長年後進の育成に取り組んでこられた大川
副会長からの推薦もいただきました。

さらに、事務局長として新たに喜田力氏をお招きしました。同氏は、長年にわたり美祢社
会復帰促進センターなどＰＦＩ施設の運営に民間企業幹部として関わっており、今後の検討
にその知見や企画力を活かしていただくことが期待されます。

第 1 回企画検討会は、本年５月２１日午前中に開催された当連盟理事会の後、午後から開
催されました。開催に先立ち、理事会メンバーと検討委員との顔合せが行われ、検討委員の
自己紹介に続き、塩崎会長等から激励の言葉が伝えられました。

第１回企画検討会のテーマには、篤志面接活動のリーフレット、篤志面接委員手帳、全篤
連ホームページの改訂や、来年度に迫った連盟創設４０周年記念行事の企画が取り上げられ
ました。各検討委員からは活発な意見、提案等が出され、気が付けば４時間が過ぎていまし
た。

現在、アンケートフォームにより、更なる意見等の取りまとめを行っているところですが、
今後、具体的な検討を進め、その結果を理事会に報告することとなります。本誌においても、
適時に記事を掲載していきますのでよろしくお願いします。
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1 理事長・座長 松田美智子 立川拘置所

2 副理事長 柿﨑　伸二 川越少年刑務所

3 検討委員：北海道 御厩　京香 旭川刑務所

4 検討委員：東北 井手　勝人 福島刑務所

5 検討委員：関東 才門　辰史 駿府学園

6 検討委員：中部 福井　　淳 名古屋刑務所

7 検討委員：近畿 中井　貫二 大阪拘置所

8 検討委員：中国 佐藤　忠典 山口刑務所
美祢社会復帰促進センター

9 検討委員：四国 成田　東吾 丸亀少女の家

10 検討委員：九州 星加　　薫 福岡拘置所
福岡刑務所

11 事務局：事務局長 喜田　　力 喜連川社会復帰促進センター

12 事務局：主事 青木　広美

13 事務局：書記 関　　玲子
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塩崎会長の名刺の裏（の）話
　
篤志面接委員の皆様も名刺をお持ちのことと存じますが、その裏面には何が記載されていま

すか。各管区研修会の場などで皆様からいただく名刺は、平素の多様なご活躍を想像させる多
くの肩書が記載されており、中には裏面にもびっしり列挙された名刺も少なくありません。

他方、全篤連事務局で用意する会長の名刺は、ごくシンプルに表面に肩書と氏名と事務局の
連絡先等が印刷されたものを従来から使っていただいておりました。塩崎会長も就任後、この
名刺を折あるごとに使っていただいておりましたが、特に国会議員の方々には「トクシメンセ
ツイイン」が何であるかを、いちいち説明しなければならず、改めて篤志面接委員とその活動
の認知度が低いことを実感したとよく話されました。

事務局としましては、確かにそうだろうなとは思うものの、何か良い手だてを考えつかずに
おりましたが、ある時大変良い工夫を知り、会長の名刺を刷新（！）いたしました。下掲のと
おり、名刺の裏面に篤志面接委員についてごく簡単ではありますが的確に紹介した一文を印刷
いたしました。「なんだ、それだけのことか」と思われるかもしれませんが、実際使われた会
長によると、「トクシメンセツイイン」が何であるかよく知らない人に渡すには、これが案外
効果的だとのことです。この一文の出典は篤志面接委員手帳であり、最後の「since 1953」は、
皆様ご存じのとおり、篤志面接委員制度発足の年であります。それらの内容をきっかけにして、
篤志面接委員とその活動について話がスムースに始まるようです。

現在、全篤連では管区協議会、施設協議会の皆様と協力して、「当面取り組むべき課題等」を
掲げて取り組んでいるところですが、そのうち最も注力している「広報活動の積極的な推進」
に、この会長の名刺の裏面も一役買っているところです。篤志面接委員の皆様におかれても、
「使ってみようか」と思われる方は、どうぞ一度お試しください。
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ところで、この名刺の裏面には余談がございます。実はこれは全篤連役員の一人が自分用に
工夫されたのが始まりでした。その名刺を研修会の場で偶然目にした複数の役員が「これはい
いね」と話題にし、事務局にも知らせていただいたというわけです。実際、塩崎会長だけでな
く、役員の中にも同様の名刺を早速作成して使っている者もおりますし、この度就任した事務
局長の名刺も同様の物を用意しました。

ささやかな話ではありますが、篤志面接活動ではこうした「好事例の横展開」がもっと活発
に行われるとよいと思っております。全国各地の矯正施設や地域社会でそれぞれの篤志面接委
員がとても素晴らしい活動を地道に行っておられるわけですが、それを他の委員と共有する場
や機会が少ないように感じております。全国大会や各管区協議会による研修会の場などは、そ
の絶好の機会でありますが、その他にも例えばホームページ上での情報交換なども考えられる
ところです。

この会長の名刺の裏面の話は一例ですが、全国各地の篤志面接委員とその活動については、
もっと多くの好事例がそれと知られることなく存在していると思います。そうした知見を委員
の間で共有するとともに、広く一般社会の方々にも知っていただくためにも、前述の「当面取
り組むべき課題等」の２つ目に挙げましたお互いの間の情報共有に努め、「好事例の横展開」
を図っていきたいと考えております。
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特　別　寄　稿
　

　拘禁刑施行後の篤志面接委員の役割

全国篤志面接委員連盟前常任理事 　野　口　善　國　

１　篤志面接委員とは
篤志面接委員という用語は現行の法律上には使用されていない。
昭和２８年５月法務省事務次官通牒「収容者に対する篤志面接指導基準について」におい

て、「施設の長は、収容者が教養を積み、趣味を向上し、技能を高め、又は精神煩悶を解決し、
将来の生活方針を立てるため篤志面接委員の助言が必要であると認めるときは篤志面接委員
と収容者が面接する便宜を与え、その専門的知識と経験によって適切な指導をうけられるよ
うにつとめること」とあり、その後実務上篤志面接委員という用語が使用されるようになっ
たと思われる。当時において、その具体的な説明は昭和３２年１月の「面接のしおり」法務
省矯正局に示されており、その骨子は以下のとおりである。
　「篤志面接委員制度の目的は、矯正教育の徹底を期するため、収容者がその拘禁されてい
る間にもつ種々な問題、たとえば教養とか技能の錬磨、または精神的な煩悶の解決若しく
は将来の生活方針を立てることなどのために民間篤志家の適切な助言指導を得ようとする
ところにあります。」

　「一般的に収容者の心理状態は、刑罰執行のための拘禁とかまたは保護処分の執行のため
の収容という国家の強制手続きによって、ある程度行動の自由を制限されているため、国
家機関たる職員に対してとかく感情的なへだたりがありますから、職員のいうことを素直
にきき入れない憾みがあります。また収容者のもっております内面的な問題は、非常に
多くの分野に亘っておりますために、職員だけではどうしても応じ切れない面もあるので
す。」
又、面接とは何かについては、
「一体面接とはどういうことをいうのかというと必ずしも明瞭ではありません」として

「面接についてはまだ研究の途上にあるといえましょう」として、「参考までに」として
「ケースワークとしての面接技術」を例示している。

学問的に現在の篤志面接委員制度をまとめたものとしては、藤本哲也教授、弁護士の「我
が国の近代刑事法制史の軌跡」がある。同書（５４頁）は、
　「篤志面接委員とは全国の矯正施設等に収容されている被収容者に対して、面接や指導・
教育・訓練等を行い、被収容者の改善更生と社会復帰を手助ける民間ボランティアのこ
と」

　としている。



- 33 -

２　英国のプリズン・ビジター
我が国の篤志面接委員制度は英国のプリズン・ビジターをモデルに法務省矯正局の職員を

中心に立案されたと言われている。英国のプリズン・ビジターの制度は１９世紀の初頭にエ
リザベス・フライという女性とクエーカー教徒による女子受刑者への慰問に端を発したと言
われ、２０世紀になりベッドフォード公爵夫人などの夫人の活動が英国で初めて組織化され
たと言われる。

私はこの女性達の活躍に、１９世紀末に米国で少年法、少年裁判所を実現するために闘っ
たルーシ・フラワー達の努力を思い起こす。

深い、人間愛や信仰心から、恵まれない女性犯罪者、非行少年に救いの手を伸べようとし
たのである。ところが米国の少年法が世界に大きな影響を与えたほどには英国のプリズン・
ビジターの制度は広がりを欠いているように思われる。昭和３５年に法務省矯正局により紹
介されたＬＷフォックスの説明文書には、「面接委員はあらゆる段階から得られる。しかしプ
リズン・ビジターは公立小学校を卒業したにすぎないにせよ、あるいはオックスフォード大
学まで卒業したにせよ、持たねばならない資質がある。」と記載されている。しかし貴族のご
夫人達と小学校のみを卒業した女性達が本当に肩を並べていたとは思えない。米国の少年法
運動が中流階級の女性を中心とした運動であったのと英国のプリズン・ビジターの運動とは
かなり趣きが違っていたのではなかろうか。

ＬＷフォックスによると１９５０年代当時の英国全土の面接委員の数が７２０人であった
という。

わが国の篤志面接委員の数が長らく２, ０００名近くを維持していたことを考えると、こ
の７２０人という数は英国全体の施設収容者の処遇を大きく変えるというまでには至らな
かったのではなかろうか。

３　我が国の篤志面接委員制度の特徴
（１）我が国の篤志面接委員制度は英国のプリズン・ビジターをモデルにしてはいるものの、

その制度の成立過程は英国とは異なり、当時の矯正現場の抱えている問題を解決しようと
したものと考えられる。当時の矯正の問題点はどのようなものであったろうか。

　　　戦後の混乱による犯罪の増加により、熟練した職員の不足した中での過剰収容への対応
に迫られていたことがまずあげられる。しかし世論には厳罰の主張が強く、施設において
も戦前の人権無視の処遇方法が残存していた。例えば、真冬でも毎日収容者を全裸にして
身体検査をしていたり、受刑者には畳の使用を許されなかったり、時には体罰も行われか
ねない状況であった。このような中では、一人一人に必要なケアをする処遇などは望める
はずもなく、一般社会とは異なる環境、異なる規範のもとで収容者を画一的に処遇をして
いく他はなかった。

（２）以上のような状況の中で、先進的な処遇理論に目覚めた矯正職員達が期待した篤志面接
委員制度には次のような特色があった。

①　人間的接触を重視した個別処遇
　　カウンセリング手法の導入（矯正処遇論集、昭和３５年３月１日松富哲３２８～３３０
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頁）
②　罰することではなく、福祉的な観点から改善更生を図る
　　ソーシャルケースワークの観点（前記「面接のしおり」5 頁、東京矯正管区第２回篤志
面接委員研究会１９～２１頁）

③　社会から隔絶された塀の中の収容者に外部の人を接触させると共に施設の職員に対し
ても外部からの刺激を与える（刑政７５巻６号「篤志面接委員制度について」矯正教育課
４５頁一項）。

４　篤志面接委員制度の問題点
（１）社会的認知度の低さ
　　　保護司法や民生委員法などのような法律上明白な存在根拠が示されていないこともあっ

てか、制度設立当初から社会一般に篤志面接委員制度の意義について理解が乏しかっただ
けでなく、矯正職員にとっても制度の意義が十分に理解されていない。

　　　平成１５年に矯正協会附属中央研究所が中心になって全国の篤志面接委員に対しアン
ケートがなされ、その中で「矯正施設がより積極的に外部協力者のご協力を得るために必
要なことはどのようなことだと思われますか」という問いがなされた。

　　　それに対して必要と思われることを７つの領域から１つ選択する形で回答がなされたと
ころ、その結果は下の表のとおりであった（「篤志面接活動に関する研究」表３８）。

　　　広報活動の活発化を願う委員の割合が（特に行刑施設に於いて）非常に多かった。この
問題は現在でもほとんど改善されていない。

　　　今回、神戸拘置所の職員に依頼し、３１名の職員に同所での篤志面接委員の活動につい
て知っているかアンケートを行ってもらったところ、知らないという人は１名であったが、
あまり知らないという人が１６名であった。統計学的には裏付けのない調査結果であるが、
全国の施設の状況もこれと大きくは異ならないのではないか。
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（２）予算不足
　　　篤志面接委員については法律上明記されておらず、定員も定められていないことからか

制設立当初から予算措置は不十分であった。
　　　東京矯正管区の第二回研究協議会（４２頁）によると篤志面接委員についての予算は一

庁あたり年６５００円くらいで、面接委員が１０人いるとすれば１人当たり６５０円程度
にしかならず「実費弁償どころか、会合のときのお茶代に過ぎない」と説明されている。

　　　昭和３７年度でさえ、行刑部局全体の予算で年間１０５万円余、少年院部局で約
１１３万円である（刑政７５巻６号「篤志面接委員制度について」矯正局教育課４９頁）。
これらの状況も現在でも解決されていない。

５　矯正実務の発展
篤志面接委員制度には上記の大きな問題が解消されていないと言えるが、矯正実務全体は

概ね着実に進歩していた。
分類処遇の高度化、人権思想の普及、行刑の社会化など、詳細については省略するが、昭

和２８年当時と比較すれば矯正処遇の内容は格段に向上、改善されている。
確かに、再犯の受刑者は初犯の受刑者と較べて、再犯率が高いという現象はあるものの我

が国の犯罪、非行の総数は大局的に見れば、非常に減少してきた。社会情況の変化が大きく
作用しているのも事実であろうが、矯正処遇、社会内処遇の進歩も少なからず役立っている
といえよう。

このように考えると、昭和２８年に革新的な矯正職員が篤志面接委員制度により矯正処遇
を向上させようとした試みは既にかなり成功したと言えるのではないか。

６　拘禁刑の導入
拘禁刑の導入により、刑事施設での処遇はより教育的、個別的となり、広範で多様なもの

（福祉的なもの）となると考えられる。従って、従来、篤志面接委員が担ってきた役割は施
設の職員によってなされる（少なくともなしうる）状況が実現すると考えられる。

７　篤志面接委員に今後期待される役割は
拘禁刑導入後に我々篤志面接委員は何ができるのであろうか。
篤志面接委員と矯正職員との違いを考えてみよう。
まず篤志面接委員は国に雇用されていない。従って職員よりは自由に自分の意見を述べる

ことができるであろう。
また、篤志面接委員は常勤ではなくパートタイマーである。従って、他に職業を持ってい

たり、多彩な経歴、技能を持っていると考えられる。
更に篤志面接委員は無報酬である。収容者処遇に有用な技能や知識を持った人がいるから

といって、それらの人々を全て有給で雇用したとするなら国の支出は計り知れないことにな
るであろう。

限られた予算で収容者に最適な処遇を実現しようとすれば優れた技能や知識を持っている
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善意の篤い心を持った人々の助力が必要なのである。
もっとも無報酬だからと言って、篤志の人々に経済的負担を負わせたままで良いわけでは

ない。篤志面接委員に限らず、数々の著名な奉仕団体もメンバーが大きく減少している。高
度経済成長の時代は遠くなり、将来の生計に多くの人々が不安を抱えている現在、大きな経
済的負担をしてまで、ボランティア活動ができる人は多くはいない。実際に出費する交通費
を若干上回る程度の実費弁償が委員に対して支給されるような予算措置はぜひとも必要であ
ろう。

８　新たな「面接」活動の例
全国では様々な取り組みがなされているが、その全てをここで紹介することは不可能であ

るので、神戸拘置所で行われている「面接」と特に私が関心を持った他施設の２例について
紹介したい。

神戸拘置所では従来どおり１回で終了する面接もあるが、処遇上問題があると思われる収
容者に対し数回を超える継続面接を行っている。本人から願箋が出なくても、職員がこれは
と思う収容者に声を掛け、その同意を得て面接を実施する。

収容者は面接を重ねるうち、感情が安定し、内省を深める。それまで一人で悩みを抱えた
ような者も明るくなっていく。

また、同所では「更生座談会」と称して「社会を明るくする運動」の一環として、収容者
に全て自主的に行わせる座談会がある。グループに分かれ司会も書記も収容者が行い、一定
のテーマについて収容者が自由に討議し、その結果をグループ毎に発表するというものであ
る。

但し、テーマは職員が「正解」が特定できないようなテーマを毎回考えている。例えば
「あなたにとって一番大事なものは何ですか。」とか食事の時に「好きなものを先に食べま
すか。後に残しますか。」などである。とかく職員の指示に従えば良いという受け身的な態度
を取りやすい収容者が自分の頭で考え、他人の意見を開くということは有意義であり、「社会
を明るくする運動」に収容者自らが参加するということも意義深いものである。

西日本成人矯正医療センターでは篤志面接委員が女子収容者にアロマセラピーを実施して
いる。収容者の心に安らぎを与え、自分の快適さを意識することは間接的に更生への意欲を
高めるものと言えよう。

和歌山刑務所では美容師の資格を持つ篤志面接委員が収容者にヘアスタイルを指導してお
り、「髪型が変われば見た目が変わり、見た目が変わると人からの扱われ方が変わり、そして
自分の印象が変われば、人生が変わる」と言う。

長年、美容の道に精進してきた人こそが到達し得る心境である。
以上のとおり、今後の篤志面接委員の活動は極めて多様なものとなり、収容者一人一人の

個性に応じた矯正処遇が可能になると期待している。
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東   西   南   北

「転ばぬ先の杖、それは就労」

全国篤志面接委員連盟前常任理事（札幌刑務所所属） 　小　林　順　吾　

私は平成１８年６月に保護司を拝命し、更生保護（札幌市南区保護司会）の世界に入りまし
た。更生保護については全く知らず、何をどうしたらいいのかわからないまま右往左往しなが
ら対象者のお世話をさせて貰いました。対象者が１０人居れば１０の事情があり其々ですが、
病気を患っているか特別なことがない限り、どのような事情が有っても健康であれば生計を立
てるため働かなければなりません。そのためには居住する近くに働く所が有ることが望ましい
ことは言うまでもありません。

そのような中、協力雇用主会を設立することを考え、保護観察所のご協力も得て平成２０年
札幌市南区協力雇用主会を設立し、事務局長をさせて頂きました。翌年、札幌保護観察所から
の要請もあり、就労センターの設置にかかわりながら特定非営利活動法人札幌就労支援事業者
機構の設立準備と事務局を仰せつかり、設立後は事務局長に就任し今日現在に至ります。

このようにして保護司活動で出所、退院予定者を受けた場合は、施設を訪問し面接の中で出
所、退院後の計画を聞きます。その中で就労についても相談しますが、就労先を見つけるのに
苦労するのが殆どです。私の場合は就労支援の仕事をしていることもあり、私のネットワーク
を駆使してお手伝いをして来ました。出来れば入所直後から個々の事情に合わせた出所計画を
策定して頂けたならと思います。そうすると出所後の就労もスムーズに進むと思われます。再
犯防止にもなります。それで、施設の中で就労支援をしながら社会復帰につながる出所計画に
協力出来ないだろうかと考え、篤志面接委員に応募しました。

平成２７年に篤面を拝命して以来釈放前指導で、①雇用情勢、②注目されている業種、職種、
③協力雇用主の状況や出所後の就労支援態勢についてお話をして来ましたが、この時期での指
導には限界があります。仮釈放者は帰住先があるので就労支援先の指導を重点的にお話ししま
す。しかし更生保護施設入所者は退所後の居住地と仕事に就く当てがない人が多く出所後の生
計をどう立てるのかが求められます。いずれにしても出所後の生活の安定には、仕事に就き収
入を得ることが不可欠であります。就労意欲があれば、現在は国、地方自治体や民間協力団体
等の助成・支援が進んでおり、暫くは生活の心配はしないで過ごせます。

今、拘禁刑が施行され施設内処遇が大きく変わろうとしておりますが、私達篤志面接委員が
施設で行う社会復帰支援処遇に色々な面で協力が出来ると思っています。少年院では既に行わ
れていますが、①個人面接の「願い出」から定期的に相談面接出来るものにする、②情緒教育
（クラブ活動等）回数を増やし篤志面接委員の活動の場を設ける、③資格取得に力を入れるよ
うにして貰いたいと思います。当然のことですが、仕事に就くのに大きな助けになります。特
に施設収容中に資格を取得すれば就職に有利に働くのと好印象をもたれます。そして自信の醸
成に繋がります。

役員の任を終わるに当たり是非ともお願いしたいことがあります。在り方検討会でも話し合
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われましたが、上述した活動や篤志面接委員の活動を一層充実させ、被収容者の社会復帰支援
を多面に亘り協力させて頂くには、現行制度を変えることが肝要かと思います。現在の篤志面
接活動は平成２０年３月２６日に施行された大臣訓令によってなされていますが、これでは充
分な予算の獲得や地位の確立が難しいと考えます。これを訓令から格上げして設置法に変える
ことを望みます。委嘱者も管区長から大臣にして頂ければと思います。

もう一つ、全国篤志面接委員連盟の財政健全化と事務局機能充実のため増収を図らなければ
なりませんが、現状ではやはり受取寄付金（賛助会費、寄付金）を広くお願いすることが必要
かと思います。お願い先は、全国の篤志面接委員はもとより各地域の経済界を始め、主なる企
業に全篤連会長名と地域の会長名連名による依頼文章を発出してはと思います。はじめは思う
ようには賛助会員と寄付金は集まらないとは思いますが、知恵を絞り、努力すれば必ず成果が
出ると思います。そうすれば全国各地域のセミナー開催費により助成が出来ると思います。も
し予想以上に受取寄付金（賛助会費、寄付金）が集まった場合は、基本財産に組み入れてはと
思います。

最後になりましたが、全篤連の塩崎会長、松田理事長を始め役員そして事務局の皆様には在
任中大変お世話になり、衷心よりお礼申し上げます。今後も北の地で篤面活動を身体が許す限
り、後輩篤面諸氏と力合わせて社会復帰処遇業務を務めて参りたいと思います。何卒皆様の変
わらない熱いご支援をお願いし筆を置きます。

女子刑務所の篤志面接委員として

全国篤志面接委員連盟常任理事（麓刑務所所属） 　郡　嶋　かおる　

麓刑務所の沿革
麓刑務所？ どこにあるの？ とほとんどの方が思われるので、初めに説明をしておきます。佐

賀県鳥栖市（サッカーのサガン鳥栖がある街）にあります。歴史を辿れば、１９４９（昭和
２４）年に佐賀県三養基郡麓村に九州管内で唯一の女子の行刑施設として誕生し、１９５０
（昭和２５）年に麓刑務所と称し、本所に昇格しました（出典：『麓刑務所７０周年史』より）。
その後、１９５４（昭和２９）年の市制施行により、５町村が合併して鳥栖市になったのです。
篤志面接委員を拝命

篤志面接委員（以下、篤面）を拝命したのは２０１４（平成２４）年で、１４年が過ぎまし
た。元矯正の先生から「『とくめん』にならないか」と声をかけていただきました。「とくめ
ん？」「 ～めん」と聞くと「面接」を連想し、「スペシャルな面接ですか？」と答えましたが、
面接を積み重ねるごとに、やはりスペシャルな面接であることを実感しています。現在、満期
釈放者への釈放前指導と願せんによる個人面接を行っていますが、まさか、自分が篤面になる
なんて思ってもいなかったことです。
教えられたこと

女子刑務所の篤面として、彼女たちから教えられたことがあります。それは、多くの被収容
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者が差別、貧困、親からの虐待、教育の不平、家族崩壊等々、信じられないような劣悪な環境
のなかで育っていることです。また、女性特有の性差別（女性であることによる不利益）を抱
えていることです。特に、薬物依存症の彼女たちは、「罪は犯しているが被害者の側面を強く
持っている」人が多いということです。劣悪な家庭環境の育ちの一つとして、親に依存する子
ども時代に依存させてもらえなかった、あるいは十分に甘えさせてもらえなかったことが、成
長していくなかで男性依存に繋がっている可能性が高いことで、そしてそれは連鎖しています
サポーターをめざす

個人面接は月に１～２回ほどで、午後の半日で２人、時間は１人１時間弱を目安にしていま
す。ここで教育面接室について少し触れておきます。ちょっぴり心が明るくなるような色鮮やか
な赤や緑、グレーなどのソファーとローテーブル、ドライの鉢植え、初めて入室した人は、緊張
していた表情が、安堵の表情に変化する姿を見ると、面接室の環境の重要性を感じます。初対
面時に、明るく笑顔で自己紹介をし、座る椅子を選択してもらうことからスタートします。し
かし、私が観察している以上に相手の方が私を観察していることがわかります。相談内容はさ
まざまで人間関係、家族のこと（親や夫、娘や息子さんとの関係性など）、自分の病気のこと
（統合失調症、うつ病など）、出所後の生活、福祉の相談等々です。リピーターの方は単に悩み
だけでなく葛藤していることも打ち明けてくれます。そういう時には、どうすればいいか一緒
に考えられるサポータになりたいと思うのです。
面接はホッとできる時間

ＡＩ時代の今日、人にしかできない支援の一つが篤面の活動です。だからこそ、面接の時間
は、彼女たちがホッとして緊張を解く時間になるように心がけています。笑顔で挨拶すること、
うなずくこと、話にしっかりと耳を傾けること（傾聴）、丁寧な言葉づかいをすること、否定し
ないこと、ここでは我慢をしなくてもよいこと等々を伝えています。これは外の風を運んでく
る民間人の強みです。
司法と福祉の協働

今日、矯正の世界に福祉的支援体制の充実が求められています。２０２５年６月から刑事施
設には拘禁刑が導入され、それぞれの特性に応じた支援が実施されており、時代が大きく動い
ていることを痛感します。また、２０２１年度以降、社会福祉士・精神保健福祉士養成の国家
試験科目『刑事司法と福祉』（旧更生保護法）が必須となったことも付け加えておきます。
地域住民として

社会福祉では、「ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）」がキーワードになっています。
これは、社会的に弱い立場にある人々を誰一人取り残すことなく、すべての人が地域社会に参
加し共に生きていこうという理念です。篤面の活動は、その一角を担っている、と信じその可
能性と未来にちょっとだけ期待しています。

最後に双葉文庫出版のミステリー小説『この限りある世界で』（著者 小林由香　メインの登
場人物は、少年院の篤志面接委員の女性）の帯に、「篤志面接委員とは」の説明書きがついてい
ます（『篤志面接手帳抜粋』）。興味のある方は一読してみませんか。
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事務局から

○令和８年度春の叙勲・褒章について
篤志面接活動の功績が認められ、次の篤志面接委員の方々が藍綬褒章を受けられました（敬

称略）。おめでとうございます。
褒章（藍綬褒章）	 武田美江子（宮城刑務所）	 清水　章生（府中刑務所）

	 野口　泰代（東京拘置所）	 村上　治信（和泉学園）
	 藤本　経尚（和泉学園）	 西山　節子（山口刑務所）
	 山田　明子（貴船原少女苑）	 福本　英子（丸亀少女の家）
	 上野　　修（人吉農芸学院）

○物故者
令和８年１月以降にお亡くなりになった篤志面接委員の方は、次のとおりです。
慎んでご冥福をお祈り申し上げます。（敬称略）
　８年３月	 古賀常次郎（佐賀少年刑務所）	 進藤ミヤ子（東北少年院）

	 追立　涼子（笠松刑務所）
　　　４月	 鳥越　輝幸（長崎刑務所）	 岡本　　勝（宮城刑務所）
　　　５月	 山岡　重子（徳島刑務所）
　　　７月	 川越　恒豊（富山刑務所）

　本号では、これまで常任理事として長年にわた
り全篤連にご貢献いただいた、野口善國氏から特
別寄稿をいただきました。また、同様に常任理事
としてご貢献いただいた小林順吾氏からは「東西
南北」にご寄稿をいただきました。
　両氏におかれては、全篤連の規定に基づく役員
定年に達したことにより、本年６月をもって常任
理事をご退任されましたが、小欄といたしまして
も、いただいた原稿に記されている篤志面接活動
への熱い思いを大切に引き継がせていただきたい

と思います。
　さて、本号をご覧いただくと、みなさまの篤志
面接活動が新たな展開期を迎えていることをお感
じいただけるのではないかと思います。拘禁刑に
代表される新しい矯正処遇・教育の動きとともに、
矯正局、矯正管区、そして矯正施設の職員の方々
からのご理解とご援助を受けて、これからの「在
り方」がどのように形作られていくか注視いただ
くとともに、是非ご一緒に行動していただければ
と思います。

雑 記 帳雑 記 帳


